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私
は
、
去
る
９
月　

日
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら

１０

温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
初
当
選
の
栄
に
浴
し
、
町
政
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
が
、
今
、
改
め

て
、
そ
の
使
命
の
重
責
と
責
務
の
大
き
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
致
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
が
こ
の
重
責
を
全
う
し
、
町
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
に
は
、
渾
身
の
力
を

こ
め
て
、
最
善
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
町
民

の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
得
な
け
れ
ば
、
な
し
得
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
の
選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
期
待
の
大

き
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
中
で
、
私
は
、
す
べ
て
の
町
民
の
み
な
さ
ま
が
笑
顔
を

絶
や
す
こ
と
な
く
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
す
る
中
で
、
オ
ー

プ
ン
な
町
政
、
す
な
わ
ち
町
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
解
か
り
や
す
い
、
風
通
し
の

良
い
行
政
を
目
ざ
す
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
町
民
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
常
に
町
民
の
立
場
で
考
え
、
と
も

に
歩
む
姿
勢
で
町
民
の
総
意
を
反
映
し
た
行
政
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
町
議
会
を
は
じ
め
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

９
月　

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
加
納
町
政
」

１０

９
月　

日
か
ら
開
会
し
た

２６

９
月
定
例
町
議
会
を
は
じ
め
、

多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
加
納
町
長
の
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

所
信
を
お
伝
え
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て 
石
川
町
長　

加
納　

武
夫
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石
川
町
は
古
い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る

と
と
も
に
、
大
変
良
好
な
自
然
環
境
に
も

恵
ま
れ
、
首
都
機
能
移
転
候
補
地
に
も
な

っ
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
従
い
ま

し
て
、
こ
の
よ
う
な
立
地
条
件
を
生
か
し
、

安
全
・
安
心
な
特
産
品
作
り
や
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
既
存
企
業
の

振
興
と
企
業
誘
致
に
も
、
全
力
を
傾
注
し

て
参
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
町
は
、
財
政
の
問
題
、
今
出
ダ
ム

建
設
に
か
か
る
諸
問
題
、
火
葬
場
の
建
設

な
ど
直
面
し
て
い
る
課
題
は
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
知
恵
を
出
し
合
え
ば
、
必
ず

希
望
の
光
が
見
出
せ
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
き
わ

め
て
厳
し
く
、
地
方
へ
の
税
源
移
譲
や
費

用
負
担
の
取
扱
い
な
ど
、
改
革
に
係
る
課

題
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
依
然

不
透
明
で
あ
り
ま
す
。
本
町
は
じ
め
、
多

く
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
財
源

不
足
が
解
消
で
き
ず
、
予
算
編
成
等
に
大

き
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
町

民
の
満
足
度
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、

「
町
民
が
で
き
る
こ
と
は
町
民
で
」、「
地

域
が
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
」
と
い
う
よ

う
に
町
民
の
力
が
主
体
的
に
発
揮
さ
れ
る

社
会
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
上
で
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
が
定
着
す
れ
ば
、
石
川
町
の

活
力
は
さ
ら
に
増
し
て
く
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、
町
政
を
担
当
す
る
に
あ
た
り
、

将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、「
町
民
の
視
点

に
立
っ
た
オ
ー
プ
ン
な
町
政
の
実
現
」
を

町
政
運
営
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
し
、
今
後

の
４
年
間
を
本
町
の　

年
あ
る
い
は　

年

２０

３０

先
の
方
向
性
を
決
め
る
重
要
な
期
間
と
し

て
位
置
付
け
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を

進
め
な
が
ら
、
次
の
世
代
に
誇
り
と
自
信

を
持
っ
て
引
き
継
げ
る
よ
う
な
、
夢
と
希

望
に
満
ち
溢
れ
た
新
し
い
石
川
町
を
創
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
強
く
念
じ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
不
祥
事
で
失
わ
れ
た

信
頼
を
、
一
刻
も
早
く
回
復
す
る
た
め
に
、

町
民
の
先
頭
に
立
っ
て
、
力
い
っ
ぱ
い
頑

張
っ
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
町
政
を
担
当
す
る
に
あ
た
り
ま

し
て
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
登
庁
す
る
加
納
町
長

新たな気持ちで当選証書を

加
納
武
夫
町
長 
所
信
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　平成１７年度歳入歳出決算が９月に開かれた
定例町議会で認定されました。これらの概要に
ついてお知らせします。

　

町
で
は
職
員
給
与
や
物
件
費
の
削
減
等
、
歳

出
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
を
行
う
な
ど
歳
出
削

減
に
務
め
ま
し
た
が
、
国
の
「
骨
太
の
方
針
」

に
基
づ
く
改
革
の
影
響
を
受
け
、
歳
入
が
縮
減

し
、
こ
れ
ら
の
削
減
効
果
が
相
殺
さ
れ
る
な
ど
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
財
政
の
健
全
度
を
示
す
比
率
と
し
て

使
わ
れ
る
経
常
収
支
比
率
は
、
国
庫
負
担
金
の

一
般
財
源
化
等
に
よ
り　

・
２
％
と
昨
年
よ
り

９１

０
・
２
％
改
善
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
高

い
数
値
で
あ
り
、
財
政
が
硬
直
化
し
て
い
る
と

い
え
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
沿
っ
た
改
革
及
び
財
政
運
営
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
の
財
政
状
況

平成１７年度

一
般
会
計

　

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
で
前
年
度

比
１
・
８
％
減
の　

億
４
８
７
０
万
円
、

６２

歳
出
で
前
年
度
比
１
・
４
％
減
の　

億
７

６０

１
２
７
万
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額

で
１
億
７
７
４
３
万
円
の
決
算
剰
余
金
が

出
ま
し
た
が
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
を

差
し
引
い
た
平
成　

年
度
中
の
歳
入
差
出

１７

の
差
引
で
あ
る
単
年
度
収
支
で
は
、
２
９

１
１
万
円
の
財
源
不
足
と
な
り
、
財
源
不

足
を
補
う
た
め
庁
舎
等
建
設
基
金
か
ら
８

０
０
０
万
円
を
繰
替
運
用
し
ま
し
た
。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
入入入入入入入入入入入入入入
歳
入

その他の依存財源 
1億3,832万円 

2.2％ 

自主財源 
38％ 

依存財源 
62％ 

町債 
3億8,700万円 

6.2％ 県支出金 
3億1,152万円 

5.0％ 

国庫支出金 
2億8,043万円 

4.5％ 

地方交付税 
23億4,485万円 

37.5％ 地方消費税交付税 
1億8,115万円 

2.9％ 
地方譲与税 

2億2,984万円 
3.7％ 

その他の自主財源 
3億1,925万円 

5.1％ 

繰越金 
2億657万円 
3.3％ 

分担金及び負担金 
2億4,563万円 

3.9％ 

町税 
16億414万円 
25.7％ 

容内な主の入歳
　町税では、対前年比５．５％増加し、１６
億４１４万円となり、そのうち町民税では、
税制改正もあり、対前年比４．５％増の４
億９，０８２万円、固定資産税で７．１％増の９
億４，６６４万円となりました。
　地方交付税は、国庫補助負担金の一
般財源化に伴う税源移譲の関係で、対
前年比６．１％増の２３億４，４８５万円となり
ました。また、地方譲与税は同じく税

源移譲の関係で、１８％増の２億２，９８４万円
となりました。さらに、各種交付金に
ついては、対前年比６．７％減の３億１，６２４
万円となりました。
　地方債では、減税補てん債、臨時財
政対策債、消防防災施設整備事業債等
の減により、４９．１％減の３億８，７００万とな
りました。
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歳出決算額歳入決算額会　　計　　名

60億7,127万円62億 4,870万円一　般　会　計

17億5,912万円19億    183万円国民健康保険

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

19億8,433万円19億 9,804万円老人保健

8億2,409万円8億4,819万円介護保険特別会計

41万円1,656万円母畑財産区

41万円919万円中谷財産区

36万円36万円石川地方町村心身障害児
就学指導審議会

280万円3,401万円土地開発事業

2億1,017万円2億1,402万円簡易水道事業

4,019万円1億3,759万円宅地造成事業

108億9315万円114億849万円合計

会計別歳入歳出決算額

　

左
表
（
会
計
別
歳
入
歳
出
決
算
額
）
は
、

平
成　

年
度
の
決
算
額
を
各
会
計
別
に
示

１７

し
た
も
の
で
す
。
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
で
１
１
４
億

８
４
９
万
円
、
歳
出
で
１
０
８
億
９
３
１

５
万
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
で
５

億
１
５
３
４
万
円
の
決
算
収
支
と
な
り
ま

し
た
。

各
会
計
の
決
算
概
要

１７年度決算１６年度決算

2億7,346万円2億7,797万円収入収益的
収支 2億1,084万円2億    842万円支出

1,184万円1,214万円収入資本的
収支 7,796万円9,353万円支出

資本的収入額が支出額に対して不足する6,611万円
は、当年度損益勘定留保資金等で補てんしました。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
出出出出出出出出出出出出出出
歳
出

その他 
2億7,995万円 

4.6％ 公債費 
9億9,419万円 
16.4％ 

農林水産業費 
4億1,270万円 

6.8％ 

衛生費 
10億1,883万円 

16.8％ 

総務費 
8億8,305万円 
14.5％ 

民生費 
11億6,907万円 

19.3％ 

商工費 
1億3,292万円 

2.2％ 

土木費 
3億2,665万円 

5.4％ 

教育費 
5億5,193万円 

9.1％ 

消防費 
3億198万円 
5.0％ 

容内な主の出歳
　歳出決算額をその経費の行政目的によっ
て分類する目的別分類で見ると、民生費で
１１億６，９０７万円（０．７％増）と歳出全体の２
割近くを占め、衛生費で１０億１，８８３万円
（７．４％ 増）、公 債 費 で９億９，４１９万 円
（１９．９％減）と、この３つの費目で歳出決
算額の２分の１を超える５２％を占めました。
　総務費では５０周年記念事業、国勢調査、
一部事務組合実施事業に係る地方交付税の

再配分等により、対前年比５．６％増の８億
８，３０５万円、土木費では道路整備等一般単
独事業、緊急地方道路整備事業等により、
対前年比１２．２％増の３億２，６６５万円となりま
した。一方、消防費では防災行政無線整備
事業費の負担が終了し２１．１％減の３億０，１９８
万円に、教育費では職員給与や教科書改訂
経費の減額により、対前年比８．６％減の５億
５，１９３万円となりました。

水道事業会計決算
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民生費　1,926円 

衛生費　1,678円 

公債費　1,638円 

総務費　1,454円 

教育費　　909円 

農林水産費　680円 

土木費　538円 

消防費　497円 

その他　680円 

わ
た
し
た
ち
の
「
壱
万
円
」

　
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

わ
た
し
た
ち
の
「
壱
万
円
」

　
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

　
町
の
一
般
会
計
歳
出
が
「
壱
万
円
」
だ
っ
た
ら
？

こ
の
金
額
は
各
項
目
を
１
０
、０
０
０
円
に
割
り

返
し
て
み
ま
し
た
。 

民生費　1,926円 

衛生費　1,678円 

公債費　1,638円 

総務費　1,454円 

教育費　　909円 

農林水産費　680円 

土木費　538円 

消防費　497円 

その他　680円 

医療費です 
児童福祉、老人福祉等 

生活必需品代です 
健康診断やごみの収集等 

ローンの返済です 
町債（借入金）の返済 

光熱水費です 
町の行事や役場の管理等 

雑費です 
災害復旧などのために 

安全管理費です 
防災や消防団活動 

環境整備費です 
道路・公園の整備、維持管理 

学費です 
教育関係 

食費です 
農林業の振興 

決
算
額
の
変
化 

平
成
１７
年
と
１６
年
の
各
項
目
決
算
額
を
比
較
し 

増
減
の
多
い
順
番
に
並
べ
ま
し
た
。 

増加した項目 減少した項目 
災害復旧費 

H17年 
1億8,935万円 

H16年 
6,732万円 

1億2,203万円の増 
平成17年夏の大雨による増加 

 

1位 

2位 

3位 

1位 

3位 

1位 

衛　生　費 

H17年 
10億1,883万円 

H16年 
9億4,851万円 

7,032万円の増加 

2位 

総　務　費 

H17年 
8億8,305万円 

H16年 
8億3,593万円 

4,712万円の増加 

3位 

公　債　費 

H17年 
9億9,419万円 

H16年 
12億4,157万円 

2億4,738万円の減 
借入の抑制による減少 

1位 

消　防　費 

H17年 
3億198万円 

H16年 
3億8,279万円 

8,081万円の減少 

2位 2位 

教　育　費 

H17年 
5億5,193万円 

H16年 
6億362万円 

5,169万円の減少 

3位 



�● 広報いしかわ１１月号

Ⅰ 心豊かに学ぶ力をつなぐまち 

②歴史を学びあい個性豊かな社会をつくるために　９２９万円 

小・中学校関係経費、生涯学習推進事業、スポーツ育成事業など 

文化財保護、普及・町史編纂事業など 

①明日を担う人づくりのために　　　　   ７，８９７万円 

（教育・文化）８，８２６万円 

平成17年度に取り組んだ 

　平成１７年度中に取り組んだ様々な事業
を、第４次総合計画“キララ２１プラン”の
区分にしたがって抜粋して紹介します。 

公民館事業運営経費 

１，３２５万円 

さまざまな学級・講座が
開催されました。 

Ⅲ 人にやさしく健康で安心して暮らせるまち 

②みんなが安心していきいきと暮らすために　３３億８，１９９万円 

児童クラブ運営経費、母子保健事業、国民健康保険事業など 

介護保険事業、障害者福祉事業、老人保険事業など 

①やさしさと思いやりをもって共に生きるために　１７億６，１３４万円 

（福祉）５１億４，３３３万円 

介護保険事業 

８億２，４１０万円 

介護の充実をはかりまし
た。 

Ⅳ 活力に満ちたたくましいまち 

②地域資源を有効に活用するために　　  ５，９２６万円 

園芸作物振興事業、畜産振興事業、森林整備地域支援事業、中小企業対策事業 

石のまちづくり事業、観光宣伝事業など 

①環境変化に柔軟な産業育成のために　３億６，７３９万円 

（産業）４億２，６６５万円 

いこいの広場施設 
管理経費 

４，６４５万円 
母畑レークサイドセンター
の健全運営を図りました。 

Ⅱ 自然と調和し安全で快適なまち 

②快適な都市基盤の整備をめざすために　５億５，２２０万円 

エネルギー推進事業、石川地方生活環境施設組合負担金など 

路線バス対策経費、浄化槽設置整備事業、緊急地方道路整備事業、
簡易水道事業など 

①自然と共生する社会をつくるために　５億４，１５０万円 

③安全で安心な地域社会を目指すために　 ６８６万円 

防犯設備整備事業、消防設備整備事業 

（生活環境）１１億５６万円 

浄化槽設置整備事業 

３，４４９万円 

河川水質保全のため合併
処理浄化槽設置者に対し
補助金を交付しました。 

Ⅴ 町民と共に歩むまち 

②開かれた行政の推進　　　　　　　  　  ５２５万円 

地域づくり事業、オーストラリア研修事業など 

総合行政ネットワーク事業、広報公聴経費など 

①町民総参加の推進　　　　　　　　　３，７５９万円 

③効率的な行財政運営の推進　　　　　　９９８万円 

防犯設備整備事業、消防設備整備事業 

（町民総参加）５，２８２万円 

美しいまちづくり 

４０１万円 

地域の活性、環境整備を
行う２４行政区６団体に補
助金を交付しました。 
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KKoo
HHoo
IIsshhiikkaawwaa

　

町
で
は
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
町
職

員
の
定
員
適
正
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成　

年
の
２
０
０
人
か
ら
平
成　

年
ま
で

１６

２５

の
９
年
間
で　

人
の
職
員
削
減
を
目
指
し

５０

て
い
ま
す
。

�
職
員
の
給
与

　

町
職
員
の
給
与
は
民
間
給
与
の
調
査
に

基
づ
く
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
及
び
国
や

他
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
均
衡
を
考
慮

し
つ
つ
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定

め
て
い
ま
す
。

�
職
員
数

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
は

１８

１
９
１
人
で
、
平
成　

年
に
比
べ
５
人
の

１７

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
臨
時
・
嘱
託
職

員
除
く
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
職
員
の
給
与
実
態
を
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
町
職
員
の
給
与
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
数
値
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成　

年
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
及
び
「
地
方
公
共
団

１８

体
定
員
管
理
調
査
」
等
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
ま
で
に

２５

　

人
の
削
減

５０

　

町
で
は
現
在
の
経
済
状
況
を
踏
ま
え
独

自
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
特
別
職
（
町
長
な
ど
の
三
役
及
び
教
育

長
）
の
給
与
月
額　

％
減
額
（
町
長

１０

　

％
減
額
）

１５
②
職
員
の
給
料
月
額
５
％
相
当
分
の
減
額

（
６
月
と　

月
の
期
末
手
当
よ
り
そ

１２

れ
ぞ
れ
６
月
分
ず
つ
一
括
し
て
減
額

し
て
い
ま
す
。）

③
期
末
勤
勉
手
当
の
一
部
を
削
減
し
て
い

ま
す
。

④
管
理
職
（
課
長
補
佐
以
上
の
職
員
）
手

当
支
給
額
の　

％
減
額

２０

⑤
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
を
停
止
し
て
い

ま
す
。

町
長　

％
特
別
職　

％

１５

１０

一
般
職
５
％
を
減
額

■1 　人件費の状況（平成１７年度一般会計決算）
前年度の
人件費率人件費率人件費（B）実質収支歳出総額（A）

26.7％26.4％159,751万円17,744万円607,127万円

※人件費には、議会議員やその他非常勤特別職の報酬、町長・助役・収
入役などの特別職給与、職員給与及び退職手当組合負担金などが含まれ
ます。

■2 　職員給与費の状況（平成１７年度一般会計決算）

前年度
一人当
り給与

一人当
り給与

給与費
職員数

計期末・勤勉
手当職員手当給料

601
万円

604
万円

104,024
万円

23,996
万円

7,140
万円

72,888
万円172人

※職員数は、教育長及び事業費支弁職員3名を除く一般会計上の人数です。
※職員手当には退職手当は含みません。

■3 　平均年齢及び平均給料月額の状況（平成１８年４月現在）

平均給料月額平均年齢区分

326,300円42歳 11月一般行政職員

329,300円50歳 2月技能労務職員

■4 　初任給の状況（１８年４月１日現在）
２年後の給料初任給区分

183,800円170,200円大学卒

一般行政職 164,900円151,000円短大卒

148,000円138,400円高校卒

127,400円118,600円高校卒技能労務職

■6 　特別職報酬等の状況（減額後）
期末手当給料（報酬）月額

（支給割合）304,000
円議長

報

酬

678,300
円町長

給

料

1.6月分6月期末239,400
円副議長575,100

円助役

1.75月分12月期末223,300
円議員538,200

円収入役

3.35月分計538,200
円教育長

■5 　経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（１８年４月１日現在）
経験年数

２０年～２５年未満
経験年数

１５年～２０年未満
経験年数

１０年～１５年未満区分

358,100円328,000円287,000円大学卒

一般行政職 326,500円282,400円短大卒

325,300円287,200円245,300円高校卒

307,100円高校卒技能労務職
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■7 　職員手当の状況（平成１８年４月１日現在）

国町区分

期末勤勉
手当

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

0.725月分1.4 月分0.725月分1.4 月分6月期

0.725月分1.6 月分0.725月分1.6 月分12月期

1.45月分3.0 月分1.45月分3.0 月分計

国町

退職手当

定年・勤奨自己都合定年・勤奨自己都合（支給率）

30.55月23.5 月30.55月23.5 月勤続20年

41.34月33.5 月41.34月33.5 月勤続25年

59.28月47.5 月59.28月47.5 月勤続35年

59.28月59.28月59.28月59.28月最高限度

※退職手当基本額に、職務の級等により調整額が加算される場合があります。

危険・困難・不快・不健康な業務に従事する職員（税
務職員ほか8職種）に対して支給される手当て。
※現在支給なし

特殊勤務
手当

正規の職員が勤務時間を越えて勤務したときに支給さ
れる手当て
職員一人当たりの平均支給月額22,200円

時間外勤務
手当

配偶者13,000円配偶者以外の扶養家族のうち2人ま
で、それぞれ6,000円扶養手当

月額9,500円を超える家賃を支払っている
職員に対し100円から27,000円

借家
借間

住居手当 2,500円
新築、購入されたものである場合は、その日
から起算して5年間は3,500円

自宅

51,000円まで全額、51,000円を超えた
場合、その超えた額の2分の1の額を
51,000円に加えた額

交通機関
等利用者

通勤手当

通勤距離に応じて2,300円から44,900円交通用具
利用者

■8 　一般行政職の級別職員数（平成１８年4月1日現在）

合計6級5級4級3級2級1級区分

課　　長課長・主幹主幹・課長補
佐・主任主査係長・主査主　　事主事補・主事標準的な業務

1077835351210職員数（人）

1006.57.532.732.711.39.3構成比（％）

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、公営企業職、技能労務職、教育公務職を除いた行政職員です。
※平成１８年４月１日から給料表が変更になりました。

■9 　職員数の状況（総数）

計

公営企業部門
一
般
会
計

特別行政
部門一般行政部門

部　
　

門
小　
　

計

そ　
の　
他

水　
　

道

教　
　

育

小　
　

計

土　
　

木

農
林
水
産

商
工
労
働

民
生
衛
生

税　
　

務

総
務
企
画

議　
　

会

1912212101693213791036611362平成
18年

19621101117535140111036810362平成
17年

△512△ 1△6△3△3△200△ 2100差引

■１０ 　定員適正化計画の年次別進捗状況
計公営企業等会計（水道等）特別行政（教育）一般行政

増減数職員数増減数職員数増減数職員数増減数職員数

―2341445175平成６年（計画前年）

第１次計画
（平成７年～
平成１６年）

△34200822△ 243△ 40135平成１６年度

208目　標

104％達成率

△4（ａ）196121△ 8355140平成１７年度

第２次計画
（平成１６年～
平成２５年）

△5（ｂ）191122△ 332△ 3137平成１８年度

（ａ＋ｂ）÷ｃ18.0％進捗率

△50（ｃ）150△ 418△ 2419△ 22113平成２５年度（目標年）

25.0％削減率



▲約４００人の渡御行列渡御行列（石都々古和気神社例大祭石都々古和気神社例大祭） 

▲伝統伝統の舞を披露を披露（中田中田のささら） 

　
９
月
１４
日
、
中
谷
第
二
小
学
校
で
中
田
地
区
子
ど

も
見
守
り
隊
（
瀬
谷
豊
会
長
）
発
足
式
が
開
か
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
隊
は
、
声
か
け
や
連
れ
去
り
事
件
な
ど
、
事

件
等
の
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
中
田
地
区
の
各
種

団
体
が
立
ち
上
が
り
発
足
し
た
も
の
で
す
。
地
域
や

学
校
が
連
絡
を
密
に
し
て
子
ど
も
達
の
安
全
を
確
保

し
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
三
森
勉
副
隊
長
が
活
動
内
容
の
説
明

を
行
い
、
６
年
深
谷
沙
季
さ
ん
が
「
知
ら
な
い
人
に

は
絶
対
に
つ
い
て
い
き
ま
せ
ん
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。 

知
ら
な
い
人
に
は 

つ
い
て
い
き
ま
せ
ん
！ 

街街か
ど

探検隊探検隊探検隊

　
９
月
、
町
内
各
所
で
五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全
な
ど

を
祈
願
し
恒
例
の
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
１６
日
、
１７
日
は
、
約
９
５
０
年
の
歴
史
を
誇
る
石

都
々
古
和
気
神
社
例
大
祭
が
古
町
、
当
町
、
猫
啼
、

松
木
下
が
当
番
町
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
渡
御
行
列
、

子
ど
も
神
輿
な
ど
勇
壮
に
そ
し
て
華
や
か
に
町
内
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。 

　
１７
日
、
中
田
の
八
坂
神
社
で
町
指
定
文
化
財
中
田

の
さ
さ
ら
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
矢
造
地
区
が
当
番

で
子
ど
も
達
や
若
者
が
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て

き
た
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く
の
地
区

民
が
訪
れ
伝
統
の
舞
を
見
守
り
ま
し
た
。 

各
地
で
秋
祭
り 

▲約４００人の渡御行列（石都々古和気神社例大祭） 

▲伝統の舞を披露（中田のささら） 
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▲約４００人の渡御行列（石都々古和気神社例大祭） 

▲伝統の舞を披露（中田のささら） 

　
１０
月
２６
日
、
９
月
定
例
町
議
会
で
新
教
育
委
員
に

高
原
栄
征
（
境
ノ
内
）
さ
ん
と
野
崎
謙
治
（
沢
井
字

上
ノ
原
）
さ
ん
が
同
意
さ
れ
１０
月
１
日
付
け
で
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
高
原
さ
ん
の
任
期
は
１
年
、
野
崎
さ

ん
の
任
期
は
４
年
で
す
。 

　
ま
た
１０
月
１
日
、
教
育
委
員
会
定
例
会
に
お
い
て
、

教
育
委
員
長
に
根
本
重
泰
さ
ん
（
坂
路
字
川
平
）
同

職
務
代
理
者
に
水
野
義
憲
さ
ん
（
北
山
字
関
場
）
教

育
長
に
高
原
栄
征
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
１
年
で
す
。 

　
９
月
２２
日
、
役
場
分
庁
舎
で
、
第
１８
回
ふ
く
し
ま

駅
伝
結
団
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
加
納
町
長
か
ら
選
手
候
補
者
２２
名
（
中
学
生
１２
名
、

高
校
生
５
名
、
大
学
生
１
名
ふ
る
さ
と
選
手
４
名
）

へ
指
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
か
ら
社
会

人
ま
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
チ
ー
ム
が
上
位
進
出
を

目
指
し
ま
す
。 

　
ふ
く
し
ま
駅
伝
は
、
来
る
１１
月
１９
日
、
白
河
市
総

合
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
ま
で
の
９６
・
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

上
位
目
指
し
て
が
ん
ば
る
ぞ 

ふ
く
し
ま
駅
伝
結
団
式 

　
８
月
２５
日
、
町
長
室
で
第
６１
回
国
民
体
育
大
会
（
の

じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
）
出
場
選
手
激
励
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。 

　
加
納
町
長
か
ら
激
励
金
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ

る
と
、
出
場
者
を
代
表
し
て
小
湊
多
一
さ
ん
が
「
練

習
の
成
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。 

【
出
場
者
】 

　
ク
レ
ー
射
撃
ス
キ
ー
ト
の
部
▼
小
湊
多
一
選
手
（
小

湊
工
業
）
・
ゴ
ル
フ
少
年
男
子
▼
緑
川
和
行
監
督
（
学

法
石
川
高
校
）
・
柔
道
少
年
女
子
▼
石
山
健
一
監
督

（
学
法
石
川
高
校
） 

が
ん
ば
れ 

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体 

街
探検隊探検隊

取
材
し
ま
す
！ 

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を
役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

「

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

野崎 謙治さん 根本 重泰さん 高原 栄征さん 

新

教
育
委
員
長
に
根
本
重
泰
さ
ん 

教
　
育
　
長
に
高
原
栄
征
さ
ん 
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職業職業��南山形にあるセキダイ工業南山形にあるセキダイ工業��に勤めています。主にに勤めています。主に
アルミなどの試作加工をしています。アルミなどの試作加工をしています。

���今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか

���季節を問わず、石川町で活動している石川ＦＣという季節を問わず、石川町で活動している石川ＦＣという

フットサルチームに所属しており、チーム一丸となってフットサルチームに所属しており、チーム一丸となって
全国大会を目指してがんばっています。冬にはスノー全国大会を目指してがんばっています。冬にはスノー
ボードにも情熱をそそいでいます。ボードにも情熱をそそいでいます。

���将来やってみたいことや夢を聞かせてください将来やってみたいことや夢を聞かせてください

���あたたかい家庭を持ちいつまでも若 し々くスポーツなあたたかい家庭を持ちいつまでも若 し々くスポーツな

どを楽しんでいる自分でいたいです。どを楽しんでいる自分でいたいです。

　

���町政に望むことはなんですか町政に望むことはなんですか

���若い人たちが主体となり活気ある街になってほしいです。若い人たちが主体となり活気ある街になってほしいです。

���最後に理想のタイプは最後に理想のタイプは

���一緒にいて楽しく、共に成長し合えるような人がタイプ一緒にいて楽しく、共に成長し合えるような人がタイプ

です。です。
��次回は、遠藤さんの紹介で次回は、遠藤さんの紹介で大竹さおり大竹さおりさんさんです。です。

遠藤　佑也さん（２０歳）●曲ノ内

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が
７
人
に
な

り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ
て

５０

く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
６
月
に
結
婚
、
専
業

３１

農
家
で
米
、
た
ば
こ
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
養

蚕
な
ど
を
生
産
し
生
計
を
た
て
て
い
ま
し
た
。
ま

た
冷
害
な
ど
に
強
い
酪
農
も
行
い
ま
し
た
。
自
宅

の
周
り
の
農
地
は
狭
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
い
ろ
い

ろ
な
場
所
に
作
物
を
つ
く
り
、
運
搬
な
ど
に
苦
労

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
現
在
は
、
趣
味
を

満
喫
し
な
が
ら
の
ん
び
り
生
活
し
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

延
治
さ
ん　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
す
。

金
子
さ
ん　

家
庭
菜
園
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

二
本
ぶ
な
か
ら
見
る
景
色
で
す
。
ま
た
、

中
田
地
区
は
、
空
気
も
き
れ
い
で
、
名
水

と
言
わ
れ
る
湧
き
水
も
豊
富
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

若
者
が
定
住
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
い
、
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

������������������������������������

������������������������������������������������������

氏名：三森　延治さん（７４歳）
　　　　　　金子さん（６９歳）
住所：中田字田ノ作

水も空気もきれいです

●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町　

い
し
か
わ
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●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（３歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課 広報広聴係　２６－２１１２ 

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

�サークル紹介コーナー�第２０回

私
た
ち
は

人
の
元
気
な
仲
間
が
集
ま

　

私
た
ち
は　

人
の
元
気
な
仲
間
が
集
ま

１１１１

り
、
ね
ん
ど
で
季
節
の
花
や
器
な
ど
を
制

り
、
ね
ん
ど
で
季
節
の
花
や
器
な
ど
を
制

作
す
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
今
年
で

周
年

作
す
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
今
年
で　

周
年

１０１０

を
迎
え
文
化
祭
で
特
別
展
示
も
行
い
ま
し

を
迎
え
文
化
祭
で
特
別
展
示
も
行
い
ま
し

た
。
た
。石

粉
ね
ん
ど
は
、
陶
芸
な
ど
と
は
違
い

　

石
粉
ね
ん
ど
は
、
陶
芸
な
ど
と
は
違
い

自
然
乾
燥
で
ね
ん
ど
を
固
め
る
た
め
、
手

自
然
乾
燥
で
ね
ん
ど
を
固
め
る
た
め
、
手

軽
で
い
て
細
か
い
表
現
が
可
能
で
す
。
時

軽
で
い
て
細
か
い
表
現
が
可
能
で
す
。
時

間
は
か
か
り
ま
す
が
、
暇
を
見
つ
け
て
家

間
は
か
か
り
ま
す
が
、
暇
を
見
つ
け
て
家

で
作
業
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
作
品
が

で
作
業
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
作
品
が

出
来
上
が
っ
た
と
き
の
喜
び
と
充
実
感
を

出
来
上
が
っ
た
と
き
の
喜
び
と
充
実
感
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
も
大
歓
迎
！
私
た
ち
と
一
緒
に

　

初
心
者
も
大
歓
迎
！
私
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
く
制
作
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

楽
し
く
制
作
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

日

時

日　

時

月
一
回
（
第
３
木
曜
日
）

　

月
一
回
（
第
３
木
曜
日
）

：

〜

：

　
　
　
　
　
　

：　

〜　

：　

１０１０

００００

１６１６

００００

　

場

所

場　

所

中
央
公
民
館

　

中
央
公
民
館

　

連
絡
先

連
絡
先

中
央
公
民
館
（
渡
辺
）

　

中
央
公
民
館
（
渡
辺
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
│
２
５
６
６

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
│
２
５
６
６

▲細かい作業も集中力で

▲生花？と見間違うほど精巧な作品です

�
�
�
�
�
�
�
�

「天真爛漫な「天真爛漫な脩太郎。脩太郎。お兄ちゃんと喧嘩しお兄ちゃんと喧嘩し
ても、いつまでも仲のても、いつまでも仲の良い兄弟でいて下さ良い兄弟でいて下さ
い。い。」」 お父さん・お母さんより（塩沢字広畑）お父さん・お母さんより（塩沢字広畑）

小林小林脩太郎脩太郎ちゃん     ちゃん
しゅうたろう

平成１７年平成１７年９９月月１４１４日日
生まれ生まれ

「弟ができて、少しずつお兄ちゃんらしくな「弟ができて、少しずつお兄ちゃんらしくな
ってきたね。心も体も大きな男の子になってってきたね。心も体も大きな男の子になって
下さい。」下さい。」 お父さん・お母さんより（塩沢字広畑）お父さん・お母さんより（塩沢字広畑）

小林小林龍太郎龍太郎ちゃん     ちゃん
りゅうたろう

平成１５年平成１５年１１１１月月４４日日
生まれ生まれ



～なか～なかよしクラスとなるほど授業授業の紹介紹介コーナー～ ～なかよしクラスとなるほど授業の紹介コーナー～ 

第2保育所　きく組 

広広報報いいししかかわわ１１１１月月号号 ●● ����

　

教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
町
内
の
小

学
校
児
童
・
保
護
者
を
対
象
と
し
た
親

子
芸
術
劇
場
が
、
９
月　

・　

日
の
２

１８

１９

日
間
に
わ
た
り
、
野
木
沢
小
学
校
、
石

川
小
学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
東
京
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
が
来
町
し
、
子
ど
も

達
に
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
聞

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
に
馴
染
み
深
い
曲
が
演
奏

さ
れ
、
演
奏
の
合
い
間
に
は
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
使
う
楽
器
の
説
明
な
ど
も
あ
り
、

子
ど
も
達
は
、
興
味
深
そ
う
に
演
奏
や

説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
が
指
揮
者
を
つ
と

め
、
そ
の
指
揮
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
皆

さ
ん
が
演
奏
す
る
と
い
っ
た
企
画
も
あ

り
、
子
ど
も
達
に
は
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

　クッキング保育の時間に、自分たちで保育所の菜園で
育てた野菜を使って、調理実習を行いました。ジャガイ
モ・なす・ピーマンなどを包丁で小さく切りました。今
日の献立はカレーにサラダです。

授業の成果は？

　調理を行うことで包丁の使い方
などを学ぶことはもちろん、自分
の育てた野菜を調理し食べること
で、食の大切さを学びました。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

こんな授業をやりました�

▲家でもお手伝いしています

�おいしいから残さず食べます

Qどんなクラスですか
A来年は１年生。元気になかよく毎日をおく
っています。また、「なわとび」でいろい
ろな技に挑戦しています。
Q良いところは
Aなんでもがんばる子ども達です。小さい子
どものめんどうもよく見ます。
Q目標は
Aなんでもできるよ！きく組さんをテーマに
チャレンジする心を大切にがんばってい
ます。

�
子
ど
も
達
が
指
揮
を
担
当

�
�
�
�
�
�

�
本
格
的
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
堪
能



介
護
支
援
コ
ー
ナ
ー 
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１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００月月月月月月月月月月月月月月かかかかかかかかかかかかかからららららららららららららら医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度がががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたた１０月から医療保険制度が変わりました

　

高
齢
期
は
食
欲
が
落
ち
や
す
く
、
衰
弱
し
た

り
、
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
必
要
な

栄
養
が
足
り
ず
、
体
に
影
響
が
出
た
状
態
を

「
低
栄
養
状
態
」
と
い
い
、
高
齢
期
に
は
、
特

に
「
た
ん
ぱ
く
質
」
と
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る

食
品
」
を
意
識
し
て
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
予
防
を
実
践
し
て

い
つ
ま
で
も
豊
か
な
毎
日
を
…
パ
ー
ト
�

栄
養
改
善
に

　

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

〜
高
齢
期
は

「
低
栄
養
状
態
」に
要
注
意
〜

�
主
食
（
ご
は
ん
、
パ
ン
、
麺
類
な
ど
）
と
主
菜
（
肉
、
魚
、
大
豆
食
品
な
ど
）
を
し
っ

か
り
と
る
。

�
間
食
に
乳
製
品
、
チ
ー
ズ
、
プ
リ
ン
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
を
と
る
。

�
食
べ
た
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
き
に
食
べ
る
よ
う
に
す
る
。

�
食
欲
が
な
い
と
き
は
、
お
か
ず
を
先
に
食
べ
る
。

�
運
動
や
趣
味
な
ど
、
活
動
的
な
生
活
を
心
が
け
る
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　平成１８年１０月１日から医療保険制度が改正され、医療費

の自己負担などが変わりました。

�人工透析を必要とする上位所得者の自己負担限度額　

　上位所得者については、１ヶ月の自己負担限度額が引き

上げられます。

※上位所得者とは基礎控除後の総所得金額等が６００万円を超え

る世帯をいいます。

�出産育児一時金が変わります

　被保険者が出産したとき（妊娠１２週以上の死産・流産も

含む）に支給される出産育児一時金が引き上げられます。
※他の健康保険から支給される場合は国保からは支給されませ

ん。

■７０歳以上の人

�現役並みの所得がある人の自己負担割合

　７０歳以上又は老人保健で医療を受ける人のうち、現役並

みの所得がある人は、医療機関で支払う自己負担割合が引

き上げられます。　

※現役並み所得者とは課税所得が１４５万円以上の方と、その世

帯に属する方にあたります。

�高額医療費の自己負担限度額

　医療費が高額になったときの自己負担限度額が引き上げ

られます。（低所得Ⅰ・Ⅱ区分の方の変更はありません。）

平成１８年１０月１日から平成１８年９月３０日まで

２０，０００円１０，０００円

平成１８年１０月１日からの出産平成１８年９月３０日までの出産

１人につき　３５０，０００円１人につき　３００，０００円

平成１８年１０月１日から平成１８年９月３０日まで

３割２割

平成１８年１０月１日から平成１８年９月３０日まで区　分

外来（個人単位）４４，４００円
外来＋入院（世帯単位）
８０，１００円＋（医療費－２６７，０００
円）×１％
（年４回以上、払戻しを受け
た場合４回目以降４４，４００
円）

外来（個人単位）４０，２００円
外来＋入院（世帯単位）
７２，３００円＋（医療費－３６１，５００
円）×１％
（年４回以上、払戻しを受
けた場合４回目以降４０，２００
円）

現役並
所得者
※

外来（個人単位）１２，０００円

外来＋入院（世帯単位）
　　　　　　　４４，４００円

外来（個人単位）１２，０００円

外来＋入院（世帯単位）
　　　　　　　４０，２００円

一　般
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⑫

薬
王
寺
の
薬
師
堂

　

薬
王
寺
は
平
安
時
代
の
高
僧
徳
一
が

創
建
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
古
刹
で

す
。
薬
師
堂
は
藤
原
時
代
の
様
式
で
し

た
が
立
替
の
た
め
改
変
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
堂
内
に
は
、
鎌
倉
時

代
に
彫
ら
れ
た
と
さ
れ
る
阿
弥
陀
如
来

座
像
や
本
尊
薬
師
如
来
像
、
十
二
神
将

像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
寺

に
は
、
仏
教
史
上
・
印
刷
史
上
非
常
に

貴
重
な
仁
王
般
若
経
版
木
と
妙
法

蓮
華
経
版
木
が
あ
り
、
薬
王
寺
が

鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
盛

ん
に
経
文
を
印
刷
し
布
教
活
動
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

▲入口です

�
お
も
む
き
あ
る
階
段
を
登
り
ま
す

▲薬師堂が迎えてくれます

大
室

第18回 

　自分の足を使って「歩く」ことは簡単にできる運
動です。
　中田地区では、名所“にほんぶな”など自然あふ
れる里山を歩く「にほんぶなの森ウォーク」を開催
します。
　中田の景色と、動物の鳴き声に耳を傾け、地元の
方の案内や民話・森の話などを楽しみながら、いい
汗をかいてみましょう。
日　時　平成１８年１１月１８日（土）
　　　　雨天決行（参加費無料）
　　　　９：００までに中谷第二小学校に集合してく

ださい。（１４：００終了予定）
行　程　にほんぶなをはじめ中田地区の自然にふれ

ます。
持ち物　昼食、飲み水、雨具等
申込み、問合せ先　
　　　　大竹勝（主催者代表）TEL２６－５３８５
　　　　矢吹正喜TEL２６－０６７５
　　　　石川町保健センターTEL２６－８４１６
主　催　中田郷ふるさと応援隊

北町 鈴木　京子さん 

食改さんの 食改さんの 
 
 
 
 
 
 
 

●作り方 
①鍋を熱して鶏ひき肉、人参、
糸こんを油で炒める。分量の
調味料、水を材料が隠れるま
で入れて煮る。 

②人参が軟らかくなったら玉ねぎ、ピーマンを加えて軟らか
く煮る。ご飯を盛った丼にかけ、飾りに刻みのり、紅生姜
をのせる。 

●鈴木さんの 
　子供の頃よく食べた母の味を今でも作っています。ねぎや
インゲンなどでもおいしいです。子供と一緒にのりをちぎっ
て盛り付けもできるので、お手伝いにお勧めします。 
　冷蔵庫で２～３日保存できるので、保存食として利用でき
ます。  
●栄養士からひとこと 
　野菜の味を引き出した料理
で、季節の食材を使って簡単
に作れるので、子供からお年
寄りまで喜ばれる献立です。 
　お弁当のおかずとして、作
りおきして何もないときの一
品にお勧めします。 

 彩りそぼろご飯

材
料
（
２
人
分
） 

ご飯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２杯 
鶏ひき肉・・・・・・・・・・・・・・・・・２００g 
人参（みじん切り）・・・・・・・・・・１本 
糸こん（細かく切る）・・・・・・・小１袋 
玉ねぎ（みじん切り）・・・・・・・・・１個 
ピーマン（みじん切り）・・・・・・・１個 
サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１ 
しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３ 
酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３ 
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３ 

「にほんぶなの森ウォーク」に
参加しませんか？

�
阿
弥
陀
如
来
座
像
な
ど
貴
重
な
仏
像
が
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
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（平成１８年８月１日～８月３１日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

岩谷　 寧  々   （　誠　・　瞳　） 曲　木
ね ね

阿部　 杏  南  （光　佳・宣　江） 双　里
あん な

溝井　 彩  世  （俊　治・律　子） 北　町
さ よ

久保木 天  空  （洋　行・栄吏子） 山　形
そ ら

小豆畑 秋嘉  （宏　和・美　和） 山　形
しゅうか

石 川 町 1 1 ～ 1 2 月 の 主 な 予 定

11月 ●November
保健センター

勤労青少年ホーム

白河市～福島市
ふるどのクリニック
勤労青少年ホーム
保健センター
保健センター

ひらた中央病院
老人福祉センター

石川中央医院

保健センター

離乳食教室 （９：１５～）
七五三
ねんきん相談
（郡山社会福祉事務所） （１０：００～）

第１８回ふくしま駅伝
在宅当番医

すくすく教室 （９：３０～）
１歳児健診 （９：３０～）
勤労感謝の日
八槻市
在宅当番医
心配ごと相談 （１０：００～）

在宅当番医

３歳児健診 （１３：００～）

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

15

16

17
18
19

20
21
22
23

24
25
26
27
28
29
30

1２月 ●December

味原医院

保健センター
老人福祉センター

ふるどのクリニック
ひらた中央病院

保健センター
保健センター

在宅当番医

１歳６ヶ月児健診 （１３：００～）
心配ごと相談 （１０：００～）

在宅当番医

ひまわり教室・２歳児教室 （９：３０～）
３～４ヶ月児健診・ＢＣＧ （１３：００～）

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

1
2
3
4
5
6
　7
8
9
10
11
12
13
14
15

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

遠藤　政文（北　町）・會田　歌織（平田村）
水野谷正史（赤　羽）・鈴木　文子（塙　町）
林　　貴志（屋敷入）・松本　由佳（玉川村）
鈴木　隆志（沢　井）・斎藤　朱美（白河市）
高根　正行（長久保）・添田　記子（北山形）

住 所　 氏　 名　

 添　田　良　子 山　形
 飯　島　昌　二 形　見
 小豆畑　ト　ミ 板　橋
 橋　本　敏　夫 新　町
 矢　内　ト　ヨ 当　町
 関　根　孝　男 猫　啼
 緑　川　シ　メ 下　泉
 鈴　木　タ　ケ 中　田
 芳　賀　安　藏 高　田
 鈴　木　リヨヲ 下　泉
 小豆畑　嘉　實 北　町
 藤　澤　マサエ 沢　井
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